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パウル・レンドヴァイ
『ハンガリー人―光と影の千年史』
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I、 は じめに
ハンガリーは私の外務省での最後の勤務地であった。2001年4月より
2003年10月までの約2年半のハンガリー勤務中、ハンガリーの歴史をしっ
かり勉強したいと思いながら、実務に追われなかなかそれを果たすことが
できなかった。たまたま、私の後任のハンガリー大使であった稲川照芳
大使がパウル・レンドヴァイ著『ハンガリー人一光と影の千年史』を翻
訳、出版されたので、同書を再読しようと思った。これが、本書を書評で
取 り上げる大きな理由である。さらに私的な事情を述べれば、私は、 ド
イツ語が第一外国語であった関係もあり、 ドイツ語圏の在外勤務が多く、
ウィーンに2度勤務している。そこで、著者といろんな機会で面識をもつ
ことができ、その関係で著者の『ブラック・リストに載って、ある中欧人
の体験したこと』(Paul Lcndvai,Aイルr Sε力ll α化`
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ぉ―,Goldmann,2001年)を読んで、著者の生い立ちから国
際ジャーナリストに至るまでの人生を垣間見ることができた。その意味で
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著者と少しはなじみがあったことが、この書評を書こうと思ったもう一つ
の理由である。
なお、今回、本書を精読してハンガリーの歴史が少し身近なものになっ
た気がするが、ハ ンガリーの歴史を通 じて、ハプスブルクの歴史や、
ウィーンとハンガリーとの関係を新たな視点で見ることができたのも個人
的に大きな収穫であった。
Ⅱ、著者の横顔
2度のウイーンの大使館勤務では、私は、オーストリアとの二国間関係
のほか、東欧情勢の動向もフォローしていたが、当時、著者は、フイナン
シャル・タイムズの特派員として既に本名を使って活躍し、東欧門題の権
威として知られていた。
著者は、本書で、「自分は学生、若きジャーナリストとして、直接間接
的に、フアシズム、ナチズム、共産主義、そして共産主義後の混乱の時代
の生き証人である。」と述べているが、もともとはブタペス ト生まれのユ
ダヤ人である。14歳の時に、ヒトラーのドイツ軍進駐後のユダヤ人迫害を
体験し、戦後、社会党左派に属して活動するが、当局に拘留され、政権上
層部の権力闘争の中で翻弄させられる。5カ年の空自の後、ようやく27歳
になって名誉回復を果たし、ジヤーナリストとしての新しい生活が軌道に
乗り始めたところで、1956年のハンガリー革命が起こる。著者は、ハンガ
リー革命を契機にウイーンに亡命し、最後はオーストリア国籍を取得する。
しかし、著者は当局から追われて亡命したのではなく、革命後、ポーラン
ド出張中にウィーンに亡命する決意を固めるにいたる。その後のオース ト
リアに帰化するまでの生き様も、文字通り波乱万丈の人生であり極めて興
味深いが、それは、本書とはまた別の物語になるのであろう。
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Ⅲ、本書の特徴
本書は、亡き両親 (父は、当時ハンガリー、現在スロヴァキアのカシャ
出身である。母は、当時ハンガリー、現在はルーマニアのトランシルヴァ
ニア出身である)に捧げられている。また、本書の「序」のところで、本
書は「歴史の概観と、伝記の概要、大衆が物語っていたことなどを交えて、
ハンガリー人およびその変転とする運命を、ハンガリー語を得意としない
外国の読者に紹介しようとしたものであり、ウィーンに住んで40年後、
オーストリア人となったユダヤ系ハンガリー生まれの者として、タブーを
恐れる必要もなく、マジャール人を友好的に、かつ、批判的距離を置きつ
つ描き出すことが出来たのではないかと希望している。」と述べている。
本書の副題は、邦訳では『光と影の千年史』となっているが、 ドイツ語原
書 (Dic Unttm,C Bcnclsmann,1999年)の副題では「Ein Jahnauscnd stgcr
in Nicdcrlagcn」となっており、意訳すれば、「千年にわたる敗北を重ねて
の勝利者」とでもなろう。著者が本書でもっとも強調したかったのは、ハ
ンガリー十年の歴史は、敗北を重ねてやっと勝利したものであり、ハンガ
リー人が独立を求めて必死に生きてきたこと、また、余りにも厳しい環境
におかれながら、他からの強力な支援もなく、いわば一人でその重荷を背
負ってきたこと、そして、そこにハンガリー人の孤立意識が累積されて
いったという点であろう。
本書についての問題意識は、本書の「序」のところで述べられているの
で、要約する必要はないかもしれないが、敢えて繰り返せば、次の通 りで
ある。
①ハンガリーの出所、言語の期限、定着の理由は今日でもはっきりしない。
マジャール人は独特の言語と、その歴史においてもっとも孤独な民族であ
る。
②ハンガリーは死に絶えるのではないかとの不安感にとらわれながら、ハ
ンガリーは、国家の一体性を維持できた。
③ハンガリー人であることを明らかにした人間は、ユダヤ系ハンガリー人
を含めすべて平等な出生の機会を与えられた。
80 国 際 学 論 集
④ゲルマン化の危機の中で、ハンガリー語を守り、また、二重帝国の時代、
文化のない民族としてさげすまれながら生きてきたハンガリーにとって、
ハンガリーとは何かについて答えることは容易ではない。
⑤ハンガリー人の天才が科学、芸術、経済ならびに産業分野で世界的な活
躍をし、重きをなしたということは余り知られていないが、この輝かしい
個人的実績と、繰り返された数々の国家としての集団的失敗には興味をそ
そられる。
Ⅳ、本書の概要
本書の概要を述べること自体が、ハンガリーの略史となってしまうので、
ここでは幾つかの歴史の断片を恣意的に拾い出す形で本書の一部を紹介す
ることとしたい。もっとも、著者はそれぞれの事象を多面的に詳述してお
り、その一部を抽出することも簡単ではなく、結局クロノロジカルな年代
記述にならざるをえなかった。関心のある読者には原典に当たってもらう
ことをお願いするほかない。
(1)聖イシュトヴァーンとカトリック受容
955年、アウグスブルク郊外のレッヒフェルトでオットー I世に敗北後、
マジャール騎馬民族の部族連合がハンガリーに定住する。アールパー ドの
ひ孫、ゲーザ大首長の死後、イシュトヴァーン (若きバイエルン大公、後
の皇帝ハイリッヒⅡ世の妹ギゼラと結婚)は、1001年1月1日 (1000年ク
リスマスという多くの説もある)、 皇帝オットー Ⅲ世の承認の下に教皇か
ら王冠を授かり、ここにカトリック王国ハンガリーが誕生する。ハンガ
リーはギリシャ正教ではなく、カトリックを選択し、王権強化に乗り出し
ていく。
なお、封建領主ではなく独立君主を目指したイシュトヴァーンは、1030
年にはハンガリーに攻め入った皇帝コンラードⅡ世を撃退し、逆にウイー
ンを占領する。イシュトヴァーンの死後、混乱が続き、ラースローI世の
治下でやっと新しい繁栄の時代の始まり、ベーラⅢ世の時代に内政的にも
外交的にもそして教会および文化的にみても花開く時代を迎えたが、後継
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者アンドローシュⅡ世の時代から衰退がはじまった。
(2)1241年の蒙古襲来
アンドローシュⅡ世の月、子、ベーラⅣ世は国王権力の復権を目指すが、
1241年の蒙古来襲に直面する。ベーラⅣ世は、4万人のクマン人騎兵戦士
を味方につけようとしたが、ハンガリー貴族は首長クマンを殺害し、かれ
らはブルガリアに引き上げてしまう。また、このとき西欧世界は手を差し
伸べず、ハンガリー人の孤立意識が累積していくことになる。
なお、ベーラⅣ世は、蒙古撤退後も28年間統治する。また、息子イシュ
トヴァーンをクマン人首長の娘と結婚させる。しかし、その息子ラース
ローⅣ世は幼少であったので、エリザベート王妃 (ハンガリー王妃で、ク
マン皇帝の娘)が摂政となる。クマンのラースローと呼ばれたラースロー
Ⅳ世は、ナポリのアンジュウ家の王妃イザベラとの間に跡継ぎを設けよう
とせず、最後は暗殺される。
(3)マーチャーシュ王の統治
アールパード家最後の国王アンドラーシュⅢ世の後、男系相続が消滅し、
1301年からの異邦人の国王の時代になり、ハンガリーは中欧の大国へと発
展する。モハーチの破局までの225年間、ハンガリー出身の国王はマー
チャーシュのみである。著者が述べているように、ハンガリーでは、マー
チャーシュ国王は、歴史上最も好感の持てる人物であるが、「正義の王」、
「ルネッサンス王J、「強大な王」として、国民の間に強い人気を博 してい
る。ハンガリーの歴史は、常に隣国間の対立や、内部の権力闘争が複雑に
からむ動きとなるが、マーチャーシュ王統治までの錯綜した動きを本書で
追ってみると次のとおりであろう。
「まず、ナポリのアンジュウ家の国王の時代の80年間、ハンガリーは経
済的に繁栄し、ラヨシュ大王の時代にハンガリー領土は最大となる。ラヨ
シュ大王は、男児を設けなかったので、結局、ボヘミア王でもあるルクセ
ンブルク家のシグモント (ジギスムント)がラヨシュ大王の長女マリアと
結婚し国王となる。ジギスムント没後、国王となったハプスブルクのアル
プレヒトは、 2年とたたないうちに亡くなり、ジギスムントの娘でアルプ
レヒト未亡人が、生まれてくる子どものため摂政となり、生後3カ月の息
82 国 際 学 論 集
子ラデイスラウ (ラースローV世)を戴冠させる。他方、ハンガリーの貴
族はトルコの危険性にかんがみ、ヤゲロウ家のポーランド王ウラデイスラ
ヴI世をウラースローI世としてハンガリー王に選出する。ウラースロー
I世が1444年に亡くなり、ハンガリーの中小貴族はラースローV世支持に
まわるが、皇帝フリードリッヒⅢ世はラースローV世をオーストリアで監
視下におく。1446年、ルーマニアの家族出身のヤーノシュ・フエャデイが、
国王無き間、摂政に任命され、1456年、ベオグラードで トルコ軍を撃破す
る。
フニャデイの死後、マーチャーシュ・フエャデイの国王就任まで血みど
ろの戦いが行われる。13歳になったラースローV世を支援する大貴族は、
フニャデイの長男ラースロー・フエヤデイを処刑する。しかし、ラース
ローV世(ボヘミア王を兼ねる)はプラハで病死し、フニヤデイの次男、
マーチャーシュが国王になる。」
(4)1526年のモハーチの破局
モハーチの破局までの推移を本書で見ると、次のとおりであろう。
「マーチャーシュ王の後、貴族は、ボヘミア王、ヤゲロウ家のウラデイ
スラヴⅡ世を国王に選び、1506年、後継者ラヨシユが誕生する。マクシミ
リアンの孫たちとの二重結婚が成立し、9歳のラヨシユがフェルディナン
ト大公の姉マリアと、フェルディナント大公はハンガリー王の姉と婚姻し、
ラヨシユⅡ世は10歳で国王となる1)。
ラヨシユⅡ世は政治的、社会的、部分的には民族・宗教的緊迫状態でオ
スマントルコの前進を防御せざるを得ない立場におかれ、絶望的状況でモ
ハーチの戦いに臨む。フェルディナント大公は義兄弟を助けようともしな
かった。2万5千に満たない軍隊で、3倍から5倍優勢なスルタンの兵に
立ち向かい大敗し、王妃マリアはウイーンに逃亡する。」
1)タマーシュ・バコーツ枢機卿 (大貴族の官廷派)が摂政評議会を牛耳るが、これに
対し、サーポヤイ家のヤーノシュ (後の トランシルヴァニア侯爵)が中小貴族の貴
族党を代表する。1514年、ヤーノシュ・サーポヤイは ドー ザの農民一揆を残酷に弾
圧し、農民は永遠に農奴身分におかれる。ハンガリーは411Cl年間、西欧ではなく、
東欧タイプの構造に成り下がる。
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(5)トルコ占領時代
モハーチの敗北の後、ハンガリーは400年に及ぶ独立の政治勢力として
の地位を消失し、150年間、カルパチア地域はハンガリー王国とトルコの
直轄領とトランシルヴァニア候国に3分割されるが、本書でその流れを
追ってみたい。
「またまた王位をめぐり、小貴族に支持されたヤーノシュ・サーポヤイ
(トランシルヴァニア候)とヤゲロウ家との合意を楯にとるハプスブルク
のフェルディナントI世が争い、交互に国王となることとなった。ヤーノ
シユ・サーポヤイは死の直前、晩年に結婚したポーランド国王の娘との間
にできた息子、ヤーノシュ・ジギスムント・サーポヤイを国王とするよう
フラテール・グルギ枢機卿に頼む。ゲルギはすぐにその子を国王と宣言す
るが、スルタン・スレイマンはブタを占領する。オスマン帝国が トランシ
ルヴァニア侯に任命したヤーノシュ 。ジギスムントは皇帝マクシミリアン
Ⅱ世に対する戦いを続けるが、1568年、マクシミリアンⅡ世と新しいスル
タンとの間で和約が成立し、ヤーノシュ 。ジギスムントはハンガリー王の
タイトルを放棄し、侯爵領はスルタンに貢物を納める義務を負う。」
著者は、 トランシルヴァニア候国がハプスブルク家と反宗教改革に対す
る砦となったことや、ハプスブルク家とオスマントルコの支配下の地域で、
ハンガリーの国民の生存と文化が死に直面したとき、寛容と民族文化の砦
となったことを指摘している。たまたま手にしたコーシュ・カーロイ著
『トランシルヴァニア』(恒文社、1991年)には教えられることが多かった
が、コーシュ・カーロイは1437年、 トランシルヴァニアのハンガリー人、
セーケイ人、 ドイツ人が3民族同盟を結び、独自の構造を作っていたこと
がトルコの保護下といえ、 トランシルヴァニア候国として独立を守ること
ができたと指摘している。
(6)ハプスブルク帝国との戦い
イシュトヴァーン・セーチェニ伯爵は、ハプスブルク家との対決なしに
改革を進めようとしたが、ラヨシュ・コシュートは民族の自決を要求する。
結果は、1848年の革命、独立戦争とその敗北、そして1868年のハプスブル
クとの妥協である。ハプスブルク家に最後まで抵抗した独立戦争の英雄コ
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シュートの国民的人気は高く、この革命蜂起の日は、後述のとおり、ハン
ガリーの国祝日となっている。1848年の革命そして独立戦争からその敗北
までを本書の記述で追ってみると以下のとおりとなろう。
「1848年フランスの2月革命に続き、3月のウイーン革命でメッテルニ
ヒ宰相が追放される。ハンガリーでは、 3月15日、革命蜂起となる。ハプ
スブルクの皇帝フェルディナントV世は、その圧力で譲歩し、バッチヤー
ニュ・ラヨシユ伯爵の組閣認める (コシュートは税財務大臣)。 しかし、
クロアチアのヨウジプ。イェラチッチ将軍がハンガリーの革命に抵抗した
のに対し、7月、議会でコシュートは2万人の国民軍創設のため4200万
フォリントの予算を認めてほしいと演説する。ウイーンが反撃にでて、9
月、イェラチッチ将軍を復帰させる。10月、コシュートが首相になる。皇
帝フェルディナントV世は議会を解散し、戒厳令を布告、イェラチッチを
総司令官とするが、クロアチア軍は敗北する。しかし、ウイーンの10月革
命が弾圧され、オース トリア・クロアチア軍がハンガリー軍をシュベ
ヒャット近郊で破る。シュヴァルツェンベルク伯爵が新首相 (青白き吸血
鬼)となり、12月には、フランツ・ヨーゼフが皇帝になる。1849年1月、
ハンガリーはデブレツェンを臨時の首都とし、4月、独立宣言を行う (コ
シュートは「総督一大統領」となる)。 5月、ハンガリー軍は首都奪回す
るが、ロシアが参戦する。8月、コシュートはトルコに逃亡、ゲルゲイ将
軍はロシア軍に降伏する。フランツ・ヨーゼフ皇帝はシュヴァルツェンベ
ルク首相の忠告を聞き入れ、ハイナウ男爵 (オーストリアの血の大)が復
讐を実行する。10月6日、アラドで13名の将軍が処刑される。」
(7)オーストリアとハンガリーの和解
1867年の「妥協 (Ausgldch)」を推進したフェレンツ・デアーク (バツ
チャーニュ内閣の法務大臣であったが、その後、冷徹な現実主義を貫く)
の役割やビスマルクの政策に言及する一方、著者は、ハンガリーとの和解
実現のためフランツ・ヨーゼフ皇帝に強く働きかけたエリザベー ト王妃の
役割を強調している (エリザベート王妃は、ゾフイー大公妃への反発で
チェコ語ではなく、ハンガリー語を勉強した)。
妥協は「敗北の中の勝利」であつたのかについて意見分かれるが、オー
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ストリア、 ドイツ系の人々、非ハンガリー系の歴史家の圧倒的多数は、妥
協は基本的にハンガリーの勝利と見ているとし、妥協によって、二重帝国
におけるハンガリーの役割は増大し、ハンガリーは妥協により大きな利益
を得たとしているが、他方、妥協は最上の選択ではないにしても、ハプス
ブルクが大国の地位を維持する唯一の道であったとする見方も併記してい
る。
1868年、ハンガリーとクロアチア・スラボニアとの妥協が成立したが、
問題は、クロアチア人がこの小妥協には満足しなかったことである。著者
は、「クロアチアはハンガリーのアキレス腱」であるとのグラッツ外相の
述懐を紹介し、ハンガリーのボスニア占領 (1878年)、 ボスニア併合 (1908
年)という近視眼的政策が、セルビアの反発を招いたことを指摘している。
(8)ハンガリーの民族問題、ユダヤ人問題
19世紀に圧倒的な勢いとなったハンガリー至上主義について、著者は、
これが人種差別的、民族主義的なものではなく、ハンガリー的であるかど
うかの分岐点は、唯一点、ハンガリー語ができるかどうかという言葉の問
題であったこと等を指摘しつつも、純粋なハンガリー国家に自分たちの将
来があると信じてしまったのはハンガリーの取 り返しのつかない失敗で
あったと指摘している。
ハンガリーのユダヤ人について、私はたまたま赴任途次の飛行機内でサ
ボー監督の「サンシャイン」(3代にわたるハンガリーのユダヤ人の運命
が描かれた大作)を見たことを思い出す。著者は、①ユダヤ人はハンガ
リー国民運動、ハンガリー語、ハンガリー文化と一体化してきたこと、②
ハンガリー人はユダヤ人を必要としていたこと (ユダヤ人の5%が付け加
わらないと少数民族のマジャール人が自国の中で立ち行かなくなる)、 ③
ユダヤ人がマジャール化すればするほど、嫉妬、嫌悪、最後には憎しみの
対象となったこと等を指摘している (反ユダヤ主義は「ガリツイアナー」
の東部ユダヤ人に対するものではなく、富裕なユダヤ人に対するもので
あった)。 なお、第二次大戦中のユダヤ人の問題は、一部ユダヤ人とss
(親衛隊)との取引を含め、後章で取り上げられている。
(9)1956年の革命とカーダール政権の評価
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戦間史、戦後史の記述にも興味深い歴史が幾つも示されているが、私が
特に興味を持ったのは、1956年のハンガリー革命とその後のカーダール政
権の評価である。
なぜハンガリーで、しかも、ハンガリーにおいてだけ、1956年10月の民
衆蜂起が起こったのか。著者は、ソ連とユーゴスラヴイアとの和解の進展
を背景に次の2つの要因があったとしている。
①ハンガリーのみにおいてスターリンの死後4ヵ月に亘ってスターリニズ
ムに対する公然たる批判と新たな改革路線が表明されていた。
②ハンガリーでのみ3年前から党内での2つの勢力が2つの異なった将来
構想で争っていた。
1956年の革命をまたクロノジカルな記述になるが、本書で追ってみると
次のとおりである。
「まず、1956年7月、マーチャーシュ・ラーコシが書記長を解任され、
後任にはエルヌ・ゲリュが就任。騒然としてきた国内情勢の中で、10月6
日、ライク裁判関係者の名誉回復と公開葬儀が行われ、約20万人が参加す
る。10月23日、大規模なデモとなる。党指導部はソ連軍の出動を求め、翌
日、市街戦がはじまる。首相に任命されたイムレ・ナジ (20年間ソ連で亡
命生活。農業の専門家。1955年、すべての党の役職から追放、首相職も解
かれていた)の人気は低下していったが、10月27日の内閣改造と、自由闘
争者との交渉開始によって、ナジは路線を変更していく。10月29日、ナジ
は党本部を出て国会議事堂に移る。H月1日、ナジは中立化宣言を行う。
11月4日、戻ってきたソ連軍が攻撃し、2700人の死者、 1万9000人の負傷
者が出る。当日早朝、ナジはユーゴスラヴイア政府から提供された「亡命
庇護」を受け入れるが、その後、1958年6月、死刑執行される。」2)
モスクワの代理人と呼ばれたヤーノシュ・カーダールは、その後、国父
と呼ばれるようになるが、カーダールについての評価は確定していない。
著者は、1962-63年から「我々に敵対しない者は我々の味方である」とい
2)ヴイクター・セベスチェンの『ハンガリー革命1956』(白水社、1999年)では、10
月30日、フルシチョフが武力弾圧の最終決定をし、 ミコヤンは最後まで反対したと
している。また、ナジの処刑を強く望んだのはカーダールであるとしている。
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うカーダーイズムにより、ハンガリーでは用心深く改革が進められたこと、
また、カーダールのピューリタン的な生活スタイル、控えめな性格とユー
モアを解する人柄や、内気な性格も国民から好感をもたれたこと (彼は決
して個人崇拝を認めず、執務室には彼の肖像画はなく、祝祭行例でも掲げ
られなかった)、 さらに、1989年7月6日、カーダールが亡くなったその
日に、最高裁はナジを公式に名誉回復したが、それでも、党本部の玄関に
安置されたカーダールの棺の前で10万人の人々が別れを告げたこと等を指
摘している。カーダールについてのバランスの取れた評価は未だ時が熟し
ていないというのが一般的な見方であり、著者の見方でもある。
V、 個人的追記
本書に関連して、私のハンガリー勤務で印象に残っている点を2点指摘
したい。
(1)ハンガリーには三つのナショナルデイ (国祝日)がある (3月15日、
8月20日、10月23日)。
まず、3月15日の記念日であるが、 トルコの支配が終わった後、1848年
の革命が起こり、対ハプスブルク独立戦争となる。その革命の日が3月15
日であり、この日は各国大使も祝賀行事に招かれ、午前中は国会議事堂前
でパレードや献花が行われ、午後は国立博物館前で革命家の活躍をテーマ
にした寸劇を鑑賞し、さらに夜の宴会と続 く一日行事となるのが慣例と
なっている。
8月20日は、マジャール遊牧騎馬民族のイシュトヴァーンが初代ハンガ
リー国王になった時の記念日であり、ハンガリーはキリスト教国家として
の道を歩むことになる。
10月23日は、1956年、自由を求めて民衆が蜂起した日であり、最後は、
引き返してきたソ連軍に弾圧され、死傷者2万人、国外亡命者20万人を出
す悲Ellとなった。当初はハンガリー動乱とか事件といわれていたが、今で
は「革命」と位置づけられている。
3つの国祝日のうち、2つの国祝日は、外国の支配に苦しんだハンガ
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リーの苦難の歴史を想起するものである。在職中、多くのハンガリー人か
ら、ハンガリーはいつも負けているが、それでも最後は勝つという説明を
何度も耳にした。この点は著者が本書で強調しているところでもあるが、
特に2つの国祝日で敗北の歴史を想起しつづけるところに、歴史を大切に
し、ナシヨナル・アイデンテイテイを守っていこうとするハンガリー人の
強い気持ちが示されている。
さらに、本書で言及されているハンガリー人の孤立感に関連して、私の
勤務当時、ハンガリー側は日本側に対して、「ハンガリーのルーツはアジ
アにある。ハンガリーは一番西にあるアジアであり、日本はハンガリーに
とって戦略的パー トナーである。」ことを盛んに強調していた。国民は親
日的で、指導層にも知日派が多いことは間違いないにしても、ハンガリー
側の意図は、大国の支配下におかれた厳しい歴史の中で生き抜いてきた国
として、EUに加盟してもその中に埋没してしまわないように、米国や経
済大国日本から最大限の利益を引き出しバランスをとりたいとの計算が
あったように思われる。
なお、多くのハンガリー人が私のような外国人に決まって言うもう一つ
の台詞は、ハンガリー人の優秀さであり、小さな国ではあるが、ノーベル
賞受賞者数では他国を圧倒しているということであった。あるハンガリー
人は、これをハンガリーの「狂い咲き」と表現をしていた。著者が、本書
の最終章「どこを見てもハンガリー人がいる… :天才と芸術家達」と題し
て、世界的な評価を得ているハンガリー人の天才や芸術家達の活躍ぶりを
取り上げているのも故なしとしない。
(2)ハンガリー勤務期間中の今ひとつの思い出は、2002年10月の トラン
シルヴァニアの視察である。4日間で、コロジュヴァール市 (かつての ト
ランシルヴァニア候国の首都、ルーマニア名はクルージュ・ナポカ市)、
セーク村 (ハンガリー民族文化の残る地域)、 マロシュヴァーシャールヘ
イ市 (セー ケイ地方の表玄関都市、20世紀初頭に建てられた文化宮殿が有
名、ルーマニア名はツルグ・ムレシュ市)、 ブラショフ市、ヴァイダ・フ
ニャド城等をまわる強行日程であった。土地勘もなく、ロバート・カプラ
ンの本 (『バルカンの亡霊たち』 NW出版、1996年)を読みながらの旅
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であったが、日程が強行すぎたか、あるいは、印象が強烈すぎたのか、頭
の中が整理できないまま旅を終えた。私の全体的な印象は、多くのハンガ
リー人がルーマニアに多くの同胞が残されている現実を受け入れつつも、
せめてEUの枠内で同胞の生活、文化、社会がより尊重される時代が来る
ことを願い、同胞への支援を惜しまないと強く思っていることと、同時に、
この問題を巡る両国の溝の深さから、解決の道は長い時間の中でしか出て
こないことを認識せざるをえなかったということである。さらに幾つかの
印象を箇条書きで付け加えれば、次のとおりとなろう。
①最初はハンガリー側から車でいわゆる「王の峠Jを越えて トランシル
ヴァニアに入ったが、その豊かな自然、美しい光景は感動的であった。ハ
ンガリーが失ったものの大きさを改めて感じるともに、この地域はいずれ
将来有望な観光地になることが確信できた。
②クルージュ・ナポカではルーマニア民族主義者で有名なフナル市長と会
談した。その会談や町の徹底したルーマニア化の様子を見て、ハンガリー
少数民族の問題がハンガリー、ルーマニア間の歴史認識にかかわる根の深
い問題であることを改めて認識させられた3)。
③少数民族に対するルーマニア化政策が徹底的に進められ、ハンガリー人
の住む村は、どこか元気がなく、若者の多くは出稼ぎで村を離れ、老人だ
けが残され、過疎化が進んでいる印象であった。
④さらに、マーチャーシュ王ゆかりのヴァイダフニヤッド城が醜い工場群
に隣接し、城自体まったく手入れもされず、廃墟のようであった。ここに
も徹底したルーマニア化政策の跡を見せつけられた。
(パウル・レンドヴァイ 『ハンガリー人―光と影の千年史』、信山社、
20084F)
3)当時は、「近隣諸国に移住するハンガリー人に関する法律」所謂ステータス法の取
り扱いが両国間の懸案となっていた。本年5月、ハンガリーでは周辺国のハンガ
リー系住民がハンガリー国籍を取得できる法案が可決され、これにスロヴァキアが
反発しているとの報道がなされている。
